
住　　居

lKp-3

〔(社)日本家政学会

　湿度環境と皮膚の乾燥状態との関連についての基礎的研究
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　【目的】　これまでの高齢者施設での実態測定から、冬季の低湿環境が高齢者の皮膚掻岸

症の悪化等と関連があるのではないかと推測された。そこで、本研究では、湿度環境の改

善が皮膚の乾燥防止にどのような効果をもたらすかを検討するため、恒温恒湿室において

基礎実験を行った。

　【方法】　RH30％と50％の２室（室温24℃を用意し、被験者は各室にそれぞれ60
分間在室し。その間、皮膚水分量等の測定を行った。実験開始前及び両室間移動の間の前

室での安静時間を含め、全行程220 分を１回の実験とした。同一被験者による実験を２日

間とり、最初に入室する実験室を替えた。また、被験者は高齢者・若年者各４名、計16

名とし、同一の実験着を着用した。

　【結果】　皮膚水分量の値は個人差がかなりみられたものの、両室とも入室後40分後で

比較的安定した。若年男性以外はRH50％の室内において皮膚水分量が高くなる傾向が見

られた。また、退室直前の室内空気の乾燥感についての評価では、RH30％ではほぼ半数

が「やや乾燥」、RH50％の方でほぼ半数が「やや湿っぽい」と評価し、両室での違いが

見られた。

　なお、本研究の一部は（財）住宅総合研究財団の補助金により行われた。
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　【目的】着衣量などの日常生活や室温の調節などに「暑がり」か「寒がり」かの違いの影

響が考えられる。そこで、本研究では「暑がり」「寒がり」の特徴の把握をすることを目

的とし、自己申告により「暑がり」か「寒がり」かに分け、好む気温と設定気温の影響の

違いについて検討した。

　【方法】実験には奈良女子大学人工気候室を用いた。好む気温の検討は、被験者自身でち

ようど良いと感じる様に気温を自由に調節した。設定気温の影響の検討は、気温28°Cの

前室にて約30分間暴露した後、気温を20・Ｃ、24・Ｃ、28°C、32°Ｃの4条件に設定した実験

室にて120分間暴露した。また、相対湿度50％は一定で不感気流とした。測定は皮膚温な

どの生理的反応と温冷感・快適感などの心理的反応を測定した。被験者には健康な女子大

学生32名を採用した。また、実験前に「暑がり」「どちらかというと暑がり」「どちら

かというと寒がり」「寒がり」のいずれに当てはまるかアンケートに記入させた。

　【結果】「暑がり」は他よりも低い気温を好む傾向がみられ、その時の平均皮膚温も他よ

り低かった。設定気温実験では、より低い気温、より低い平均皮膚温範囲を快適とし、ま

た、血圧が高い傾向が見られた。一方、「寒がり」は好む気温にはばらつきがみられた

が、設定気温実験では、低温において足背が低い傾向が見られ、身体各部位の皮膚温は他

とほぼ同じであるが「暑がり」より有意に涼しい側に評価しており、「冷え」を感じてい

た。また、血圧は低い傾向が見られた。
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